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地
域
審
議
会
委
員
を
募
集

　

市
は
、地
域
住
民
の
声
を
施
策
に
反
映
さ

せ
、き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
、旧
市
町
ご
と
に
地
域
審
議

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
審
議
会
で
は
、新
市
建
設
計
画
の

変
更
や
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
に
お
け
る
事
業

の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、市
長
の
諮
問

に
応
じ
て
審
議
す
る
ほ
か
、審
議
会
で
必
要

と
認
め
る
要
望
事
項
な
ど
、市
長
に
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
地
区
の
審
議
会
委
員
は
、公
共
的
団

体
の
役
職
員
、学
識
経
験
の
あ
る
者
、一般
公

募
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
方
々
で
、各
地
区
15

人
以
内
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、第
３
期
委
員
の
任
期
が
本
年

８
月
末
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、次
期
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

●
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、満
20
歳
以

上
の
人

●
委
員
に
な
ろ
う
と
す
る
地
域
審
議
会
の

地
域
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

募
集
人
数

●
各
地
区
地
域
審
議
会
に
３
人
程
度（
う

ち
２
人
以
上
は
女
性
）

●
任
期　

２
年

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、持
参・郵
送・フ
ァッ
ク
ス・電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。応
募
用
紙
は
、企
画
課
ま
た
は
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
限

８
月
５
日（
金
）ま
で（
消
印
有
効
）

選
考

　

募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、原
則
、抽

選
に
よ
り
委
員
を
選
考
し
ま
す
。

そ
の
他

１　

会
議
開
催
の
都
度
、市
が
定
め
る
報
酬

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

２　

応
募
の
際
に
寄
せ
ら
れ
た
個
人
情
報

は
、本
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。な
お
、決
定
者
は
氏
名・年
齢
な
ど

を
公
表
し
ま
す
。

３　

こ
れ
ま
で
に
他
の
審
議
会
な
ど
を
含

め
、公
募
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

４　

会
議
は
年
１
回
以
上
開
催
し
ま
す
。

（
本
年
度
は
２
回
開
催
予
定
）

問
い
合
わ
せ・応
募
先

企
画
課
企
画
調
整
係

ま
た
は
各
支
所
企
画
調
整
室

安
心・安
全
な

毎
日
の
た
め
に

庄
原
警
察
署
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ち
ょっ
と
待
っ
た
！
そ
の
振
り
込
み

　

息
子
を
名
乗
っ
て
電
話
を
か
け
て
き

た
男
に「
無
断
で
会
社
の
金
を
株
に
投
資

し
て
損
失
を
出
し
た
」な
ど
と
言
わ
れ
、

多
額
の
現
金
を
振
り
込
ん
で
だ
ま
し
取

ら
れ
る
と
い
う「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」事

案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、同
様
の
手

口
の
詐
欺
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」は
詐
欺

で
す
！

　
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」「
風
邪
を

ひ
い
て
声
が
お
か
し
い
」と
い
う
電
話
は

詐
欺
で
す
。こ
の
よ
う
な
電
話
を
受
け
た

ら
、す
ぐ
に
１
１
０
番
し
て
く
だ
さ
い
。

落
ち
着
い
て
本
人
に
確
認
を

　

相
手
の
言
っ
た
電
話
番
号
で
は
な
く
、

元
の
番
号
に
電
話
を
か
け
て
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

振
り
込
む
前
に
誰
か
に
相
談
を

　

す
ぐ
に
振
り
込
ま
ず
、家
族
や
警
察

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
あ
ぶ
な
い
よ

　
　
い
そ
ぐ
き
も
ち
が

じ
こ
の
も
と
」

広
島
県
夏
の
交
通
安
全
運
動

　
　

７
月
11
日（
月
）～
20
日（
水
）

　

子
ど
も
と
高
齢
者
に
対
す
る
思
い
や

り
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
引
き
続

き
①
飲
酒
運
転
の
根
絶
②
自
転
車
の
安

全
利
用
の
推
進
③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト・チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
―
を

重
点
に
し
た
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

シリーズ　No. 06
保健医療課
☎ 0824-73-1155

備北ななつか病院

庄原赤十字病院

東城病院

西城市民病院

☎0824-75-2070

☎ 0824-72-3111

☎ 08477-2-2150

☎ 0824-82-2611

院長　花岡　奉憲

院長　中島浩一郎

院長　増原　　章

院長　郷力　和明

内科
内科・外科・皮膚科

内科・循環器科・脳神経外科・小児科・外科・整形
外科・皮膚科・泌尿器科・婦人科・眼科・耳鼻咽喉
科・麻酔科・放射線科・リハビリテーション科

内科・外科・整形外科・婦人科・精神科・脳神経
外科・歯科・放射線科・リハビリテーション科

肛門外科・人工透析内科

　当院は、113 床の医療型療養病床の病院です。療養病
床の中でも、より病状の重い患者さんに対する施設とし
て、人員配置を厚くしています。患者さんのほとんどが庄
原・三次の方で、地域の皆さんの療養をお手伝いしてい
ます。関連施設に 3カ所のデイサービスがあり、連携を
図っています。当局の指導監査を遵守して適切な医療を
行っています。身体障害手帳の申請や医療費の減免措置
など、行政との連携を重視して総合的にサポートします。

　当院は、市内唯一の総合病院として年間 1万件を超え
る救急患者に対応し、最新の高度医療機器を駆使した
高レベルの医療提供に努めています。将来にわたって
備北地域の拠点病院としての役割を果たすため、医療ス
タッフの確保、育成に努めるとともに、病院機能のさらな
る充実を図るため再来年度の完成を目指した増改築工
事を進めています。今後も、人道・博愛・奉仕の赤十字精
神に基づき、皆さんの健康、医療、福祉をお守りします。

　当院は、患者さんが求める医療の姿を模索しながら継
続的な改善に取り組んでいます。主な対象が高齢者のた
め、病院が治療の場であることに加え、生活の場として充
実していることが重要です。患者さんに、自宅にいるよう
な気分を感じていただけるよう努めています。外来診療
は、地元の皆さんの要望に応えるべく新しい医療技術の
習得に努め、「かかりつけ医」としての役割を果たしてい
きたいと思います。

　当院は、中山間地域における医療を守るべく、一般外

来の機能を保ちながら、高齢者医療・福祉（介護老人保

健施設）の推進に取り組んでいます。健診業務、訪問診

療、訪問看護、訪問リハビリ、デイサービス、通所リハビ

リなどの在宅介護サービスを充実させ、保健・医療・福

祉・介護の一体的連携を図る地域包括ケアを推進して、

地域の皆さんの健康と安心・安全を守っています。

庄原
地域

庄原
地域

東城
地域

西城
地域

市民の安心と健康を守る医療機関
こぶしの里病院 庄原同仁病院
☎08477-2-5255 ☎ 0824-72-7300

内科・皮膚科・婦人科
内科・外科・整形外科
泌尿器科・眼科・透析

　医療法人社団光仁会（広島市）が平成 12年 11月に開
院し11 年目を迎えました。当院では、入院病棟 24 床を
確保、急性期・亜急性期に対応しており、東城町・西城町・
神石高原町・新見市などの地域医療の拠点として、医師・
職員一丸となって取り組んでいます。当院の基本方針で
ある「地域社会への貢献」「安全確実な医療の実施」を堅
持し、近隣医療機関との連携を密に高齢化社会における
医療と介護の提供に引き続き努めていきます。

　病舎を取り巻く緑は、青竹色から萌黄色、常盤色へと変
わり、今は雨期を彩る紫陽花が出番を待っています。養生
するのに恰好の場所だと自負しています。大阪大学総長
の鷲田清一氏の考えを引用すると、ケアとは「人間の関
係性を希薄にして、ただそこに在ること」を肯定すること
にあるようです。要するに、人間の関係性を突き詰めると
いうことになるそうです。緑は心の色であるとか、とりどり
緑が何か暗示を与えてくれているように思うのですが。

院長　檜田　　毅 院長　村尾　文規

庄原
地域

東城
地域


